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し、750℃で酸化したベトナム産イルメナイト鉱石の水素還元速度を 400から 700℃の実験温度範囲で測定した。 
実験の結果、400℃では還元速度は遅く 20ｈでも 80％ほどの還元率しか達成できなかったが、温度の上昇に伴っ
て還元速度はかなり向上し、700℃では 1ｈほどで全てのヘマタイトが金属鉄に還元されたことを確認した。 


























第 5章 結論 
本研究は、低温酸化還元法による新たなイルメナイト鉱石からのルチル製造プロセスを開発するため、イルメ
ナイトの酸化速度および反応パス、還元速度、浸出速度、更には得られたルチルの金属チタン製造用原料として
の塩化特性について実験的に検討したものである。 
結論として、図５－１に示すようなルチル製造法を開発した。出発原料をイルメナイトとして、まず 750℃以下
で酸化し、ルチルとヘマタイトを生成させる。次に、酸化鉱石を水素還元し、ヘマタイトを金属鉄に転化させた
後に塩酸で鉄分だけを浸出除去する。これらの工程により、97％ルチルを生成することができた。この工程は、
750℃という低温であることに加え、技術面、安全面の観点から、従来法であるチタンスラグ法、塩素法より有利
であると言える。 
 
 
 
 
 
 
  
